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Cadmatic Waveの紹介:
造船業のDX化
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1. 履歴

 文書から CAD へ、そして次は何ですか? ？工芸からデータ駆動型産業への旅

造船 1.0 造船 2.0 造船3.0 造船4.0 造船 5.0

2D の使用、ほとんどが手
作りの図面と文書

1800 1900 2000 2010 2020

機械化、蒸気機関 鋼製船体と専用造船ラインの活
用

CAD/CAMとIT技術、造船のグロー
バル化

高度なシミュレーション、データ
管理、自動化生産

グリーン目標、AI、VR/AR、ロ
ボット化

造船、コンピュータ生成計算、文
書作成のための最初の

CAE/CAD/CAMアプリケーション

インターネットを使用したグロー
バル分散設計、3Dビューアの利
用、CAM生産データの自動生成

デジタルツイン、相互運用
性、生産と自動化のための

デジタル物理インター
フェース

ジェネレーティブ AI、クラウド
ソリューション、産業メタバース、
プロジェクトと実行の持続可能性



Cadmaticアプリケーション履歴

3D モデルを使用して設計の複雑さを処

理し、文書を自動的に生成し、共同作

業を行い、設計段階での時間を節約す

るために開発されました。

1980年初頭

COSデータベースは、パフォーマンスを

最適化し、設定を集中化し、集中スト

レージ、アクセス制御、レプリケーショ

ンを可能にしました。

2000年初頭

情報管理を開始した最初のeBrowserア

プリ -設計部門以外のユーザーと3D モ

デルを共有

2001年

3D と 2D 文書を共有し、様々なソース

からのデータを統合して情報を視覚化す

る最初のeShareプロトタイプ

2012年初頭

最初のPDM/PLMプロトタイプとPLM

テクノロジープロバイダーとの協力に

より作業プロセスを最適化

2021年





2. PDM または PLM

• 文書から CAD へ、そしてその先は?



PLMビジョン

PDM と PLM: 小規模から大規模へ、またはその逆?

コンセプト（入札段階） 初期/基本設計（分類） 詳細設計 プロダクションデザイン 工事 配達
アフターサービス（MRO、運

用）

翻訳

PLMの現実



PDM か PLM ?
1. 定義と範囲:

1. PDM : 設計とエンジニアリングデータの管理、バージョン管理、変更管理に重点を置いています。

2. PLM : 初期設計から廃止まで、製品のライフサイクル全体を網羅し、さまざまなビジネスプロセスを統合します。

2. 主な相違点:
1. PDM : 主に CAD ファイルと技術データの管理に使用されます。

2. PLM : プロジェクト管理、要件管理、構成管理などの幅広い側面を管理します。

3. 造船における PLM の利点:
1. 強化されたコラボレーション: さまざまな部門や関係者間のコミュニケーションとコラボレーションを促進します。

2. 効率性の向上: プロセスを合理化し、エラーを削減し、プロジェクトのタイムラインを加速します。

3. ライフサイクル管理: 船舶のライフサイクルの包括的なビューを提供し、メンテナンスとアップグレードを支援します。

4. 課題と考慮事項:
1. 複雑さ: PLM の実装は複雑になる可能性があり、多大な時間とリソースの投資が必要になります。

2. カスタマイズ: 造船業特有のニーズには、PLM ソリューションのカスタマイズが必要になる場合があります。



造船業の可能性のある道

PLM

•ライフサイクルに焦点を当てる

PDM

•すでに使用されているデー
タを基に構築: CAD/CAE/CAM



造船業の可能性のある道

一般的な PLM と方法論 -> 一
度に 1 人の顧客 (造船所) に

適用する

汎用 PDM + CAD との統合 + 
カスタマイズ -> 造船プロセ
スマップの適用 -> 最終顧客
(造船所/設計会社/船主/海運
会社) の必要に応じて小規模

なカスタマイズ



3. 造船業のデジタルトランスフォーメーション

• デジタルモデル、デジタルツイン、
デジタルスレッド



デジタルスレッド造船、造船所のIT環境、コンセプト例

コンセプト（入札段階） 初期/基本設計（分類） 詳細設計 プロダクションデザイン 工事 配達 アフターサービス（MRO、運用）

リソース管理

データ管理

オーサリングツール

CRM ERP

オフィ
スツー
ル

基本設
計

船体設
計

艤装デザ
イン

電気設計 メキシコ
有限要素
法

要件管理 文書管理

変更
ワークフロー
タスク
管理

BOM、部品
管理

プロジェクト
管理

CAxデータ
管理

作業パッケージ
管理

MES

データレベルで
の統合

デジタルスレッド

デジタルモデル デジタルツインコア

オーサリングレ
ベルでの統合



4. 概念アプローチ

• PDM、PLM、MBSE、3DMBA、他には
何がありますか?



MBSE: 文書中心から
モデル中心へ

MBSE (モデルベースシステムエンジニアリング) –システム要件、設計、分析、検証、
と妥当性確認をサポートするための



デジタルエンジニアリング
・デジタルエンジニアリングは、デジタ

ルツールとモデルを使用してシステムま

たは製品のライフサイクル全体をサポー

トする統合アプローチです。開発、製造、

保守全体を通じて信頼できる真実のソー

スとして機能するシステムとコンポーネ

ントのデジタル表現を作成します。

・デジタルエンジニアリングの主な側面

は次のとおりです。

・モデリングとシミュレーション: デジタ

ルモデルを使用してシステムの動作をシ

ミュレートおよび分析します。

・データ統合: すべての関係者が一貫性の

ある正確なデータにアクセスできるよう

にします。

・ライフサイクル管理: デジタルツールを

使用して、製品の構想から廃止までを管

理します。

・コラボレーション: さまざまなチームや

関係者間のコミュニケーションとコラボ

レーションを強化します23。

・このアプローチは、効率を向上させ、エ

ラーを減らし、複雑なシステムの開発を

加速することを目指しています。



実際のところはどうなのでしょうか？

 造船業は他の産業に遅れをとっている
のでしょうか？

 いいえ！造船業には、一般的なPLMや
MCADをはるかに超える高度な機能が
数多くあります。

 造船の方法論は他の産業に比べて研究
が進んでいない

 高度に発達した方法論にもかかわらず、
他の業界では実装の問題により大きな
遅れをとっています。



5. 今後の方向性

• 造船業は非常に競争の激しいスポー
ツです。

• 何をしますか？



造船PLM向けCADMATIC構成可能ソリューション

仮想船舶統合物流
支援・運用サービ
スプラットフォー
ム（ILS/MRO）

企業全体の船舶ラ
イフサイクル管理
プラットフォーム

(PLM)

デジタル船舶生産
計画およびプロセ
スシミュレーショ
ンプラットフォー
ム（DM）

船舶エンジニアリ
ングプラット
フォーム (CAD)



• プロジェクト管理: マイ
ルストーン、成果物、下
請け、リソース計画

• データ: すべての部品の 3D 
モデルとリンクされたメ
タデータ、2D ドキュメン
ト、BOM 管理、IoT、ILS

• 造船に特化したインテリ
ジェントな統合レイヤー

設計、プロジェクト管理、デー
タ管理 -すべての機能に異なるア
プリと専用インターフェース。

造船に特化した3D CADと組み込み
機能をベースに構築

同じデータバックボーンに基づ
いて拡張できる可能性

• 設計アプリケーション: P&ID、
3D 船体構造、艤装、電気、
生産文書作成など 造船ライフサイクルに沿っ

たプロセスの調整

造船のDNA

コンセプト
（入札段階）

初期設計
（分類）

詳細設計

プロダクションデザ
イン

工事

配達

アフターサービス
（MRO、運用）



主な開発の方向性

1. ユースケースの収集とソフトウェ
ア機能の構築
CAD -> PDM -> PLM

2. 造船工程マップの作成

あなたの考えやアイデアをぜひ共有し
てください！



造船業におけるPLMの典型的な使用例

情報の検索時間

承認のための手動プロセス

データの品質
はさまざま

利用可能なデータ
の成熟度に関する

不確実性

物理的なオブ
ジェクトの正し
いバージョンの
不確実性

コンプライアンスと規制
上の課題

別々のサイロで冗
長な作業が行われ

る

物理的な部品
が正しい場所
に正しい時間
に存在しない

ステークホルダーとの
コミュニケーション

複数の場所に保存
されたデータ

沈黙の知識は共有
されない



ユースケース（PDM/PLM ミックス、網羅的ではあ
りません）
 文書管理: 内部および外部のプロセス

 コメントは社内向けのみの場合もありますが、ECM（エンジニアリング変更管
理）プロセスをトリガーする必要がある場合もあります。

 初期設計段階が準備される前に設備管理が必要である

 3D視覚化により、認識とコミュニケーションが継続的に向上します

 パーツのグループ化は、ホテルエリアの管理に役立ちます（キャビンまたはエ
リアに割り当てられたパーツ）

 区画やブロックには空間階層が必須である

 姉妹プロジェクト管理は、初期段階でのバリアント管理とみなすことができま
す。





保存されているすべてのデータに
対するデータ管理のアライメント:

• ポジション ID

• ボリューム

• ラインと接続

• メタデータ

• ERPデータなど

 必要なデータグループと、役割ごとに異
なる動作を自由にカスタマイズできます

 カスタマイズ可能なエンジニアリングロ
ジックが組み込まれた部品レベルのデー
タ管理

Functional 
BOM

System

• Subsystem

• posID

• line

System

• subsystem

Spatial 
BOM

FZ

• compartment

• block

SuperBlock

• Block

EBOM

EQ

Materials

MBOM

Workshop

subcontractors

インスタンシエーションされた部分/または機能的なプ
レースホルダー

Part

要件:ドキュメントと基準

3D インスタンス: 垂直 CAD 分野

2Dドキュメント:CAD図面とサプライヤー

メタデータ: 属性のグループ

ERPデータ:統合



 Data sheet for parts

 Linked with drawings: 
P&ID, GA, layout etc

 Linked with classification 
(hierarchy based on 
SFI/other structures –
dynamic)

 Linked with project 
schedule

 Linked with ERP



プロジェクト構造:

船舶仕様別

By SFIの

クラス要件別

計画によって

図面による



ドキュメント管理:

分野別

スケジュール別

部門別

下請け業者や外部関係者との
共有

リソース計画とリンク



プロジェクトマネジメント：

デザインの段階別

分野別

スケジュール別

部門別

下請け業者や外部関係者との
共有

リソース計画とリンク



シスタープロジェクト管理



船舶設計プロセスの中心となるプロジェクト

プロジェクト

文書

登録する

クロスファンク
ションとレ
ビュー

外部配布

配達

部品

機器db

調達プロセス

ラベリング

問題/タスク

デザインにおい
て

生産中

生産失敗レポー
ト

設計レビュー

外部タスク

変化

内部設計

外部リクエスト

TCA

要件 CAD/CAM

ハル

艤装/配管

電気

空調設備

保証



6. 今後の動向

• 今後 5 年、10 年、20 年で何が期待
できるでしょうか?



今後の動向

1. 混合CAD-PDM実装:汎用PLMを使用し、インテントドリブン造船CADをMCADに置き換える
複数の試み

2. デジタルツイン: PLM を使用してデジタルツインを作成し、監視とメンテナンスを改善し
ます。

3. IoT との統合: PLM システム内の IoT データを活用して、リアルタイムの洞察と予測メンテ
ナンスを実現します。

4. 統合シミュレーション:バリアント管理のための統合シミュレーションツール

5. メタバースアプリケーション:必要な精度とモビリティを備えた AR/VR/MR をサポートす
るハードウェアを開発

6. ロボット化の促進：組立ライン、建設、検査、メンテナンスにおけるロボットやコボット
の使用

7. 世界的な競争の激化:複雑性と持続可能性の要件の高まりにより、造船業界の競争環境は
さらに激化します。



私たちは、業界とソフトウェアプロバイ
ダーの協力こそが適切なソリューションを
構築するための正しい道であると強く信じ
ています。

船舶設計、造船、海運における最適なソフトウェア
ソリューションのニーズ、困難、考えられる使用事
例に関するアイデアや議論を歓迎します。


